
おかやま子育てカレッジについて
子育てカレッジ概要

○趣旨
大学等が有する知的資源、人的資源やそのネットワーク、施設等を活用して行う、協働による地域ぐるみ

の子育て支援の取組を県が「おかやま子育てカレッジ」に指定 （平成２１年度～）

○実施主体
大学等（保育士養成校）、地域の子育て支援サービスの提供者やその利用者、愛育委員、児童委員、関

係団体、県、市町村、企業等で組織する実行委員会

○特長
子育てカレッジの立ち上げ時のコーディネートを、県が行うことで、地域の子育て支援関係者との連携が

よりスムーズ
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大学等

【子育てカレッジに求められる機能】
・大学等の学生が参加して実施する親子交流

・保育士、幼稚園教諭、その他地域の子育て

支援サービスの提供者に対する質的向上の

取組

・地域の子育て支援関係者の情報交換 など

地域子育て支援拠点

子育てひろば など

おかやま子育てカレッジに指定されている大学等（Ｒ４．４．１現在：１４カレッジ）

（備前県民局管内の７カレッジ）

山陽学園大学・短期大学（Ｓａnｙｏ子育て愛ねっと）

中国短期大学（中短子育てパーク）

旭川荘厚生専門学院（旭川荘子育て応援隊「あそぼう屋」）

環太平洋大学（子育て支援プロジェクト・ＩＰＵ）

就実大学・就実短期大学（就実子育てアカデミー）

中国学園大学（中国学園大学こども・あごら）

ノートルダム清心女子大学（清心子育てプロジェクト）
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産・学・民・官の協働による子育て支援ネットワークの強化・拡大を図るため、おかやま子育てカレッジの特色

ある地域貢献活動、カレッジ間のネットワーク構築に要する経費を補助している。(1校100千円/年)


